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1地 方 学 会 欄

第三回近畿地方会演題 (昭和26年5月12日(土)13日(日於大阪市立医科大学学部講堂))

会 長 渡 辺 三 郎

・一 般 講 演

11動 労者の結核療養実態と経過に就て

2結 核アレル4'一一に関する実験的研魂(第 二報)

●

31血 行性結核症に関する研究

_東 田 敏夫 大 阪、労 研,

申 村 滋 松岡 不二 国療刀根山病院

弔 山 稔 、

玉井 慶郎 古沢 春二 国立京都療養所

(第一報)ス トレプトマイシソを使用せる結核性脳膜炎の病理解剖学的研究

4血 碓 結核症に関する研究

(第二報)血 行性結核における空洞の種々相

、5病 理学的にみた肺の初感染の特性と肺の=二次結核症の発生

に就て

も ア ミノ酸代謝の実験的結後症に及ぼす影響

1(第 二報)ア ントラ=ptル 酸 単独投与

7肺 胞上皮の実験的細胞学的研究

8結 核菌によるビタミンB2の 産生'1

9結 核菌によるア ミノ酸の酸化(第一報)

ユ0結 核菌によるアミノ酸形成に就て

11結 核菌のクエン酸代謝(第　報)

ユ2結 核菌の早期培養検出VI(1>湿室 内スライ ドカルチユア法

12)遠心管内直接培養法

ユ3結 核菌の潔部培養に関する研究(第 一報)

14結 核菌の発育様式特に抗酸性物質の出現に関す る考察

ユ5結 核菌の発育に及ぼす諸要約の吟昧

(其 の二)Sulfonphthaleinの 結核菌の発育に及ぼす影響 に就て
ノ

ユ6結 核菌難脱色性に関する研究

ユ7S・C・M・ の変法 とその応用

ユ8結 核菌の毒力の分析(第 一…報)

ユ9継 代培養に依つて得た弱毒人型結核菌株の毒力復帰に関する研究

(特に海演睾丸内通過に就て)

20結 核免疫に於ける白血球の態度に就て

21結 核菌体内蛋白及び リボイ ドを抗元 とする沈降反応に就いて

玉井 慶郎 古沢 春二 国立京都療養所

家森 武夫 宇 野 宏 京大結研第6部

出 目 弘 奥田 芳朗
`申 西 弘 国 療 延 寿浜園

栗 田 栄 阪 大 第一解剖

渡 辺 震 国療刀根山病院

山村雄 券糖 麟
菩堤寺幹人 吉田 敏郎 国療刀根山病院

堀 三津夫 庄 司 宏 阪 大 竹尾結研

笹川 泰治 大 阪 市 医 大
・ 鮒 細 刀 根 山 結 研

山 田 修 京 大 結 研
細 菌 血 濤 部岡 田 博

片山 正治 阪 大 竹尾結研

京 大 、結 研植田 三郎
細 菌 血 清 部

内 田 誉 国療刀根山病院

小松 知爾 津久聞俊次 京大結研第3部

辻 周 介 米津 徹也 京大結研第5部

並 河 靖 熊代 朗子

堀 三津夫 小川 博通 阪 大 竹尾結研

桜 井 宏 加 納 麹

喜多 釘彦 福原 千秋
'小 川 博通 阪 大竹 屋結研
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22超 書波抗原を以てする結核血清反応

(第≡i報)沈 降反応について

23「 ツペルク リン」の電気泳動的研究

24「 ツベルクリソ」過敏性の他動的移行に関する研究

(第一報)CHASEの 笑験Q追 球

25

t
26結 核菌毒素に関する研究

ス トレブトマイシソ加ツタルクリソ反応について(其 の三)

27リ ソパ節のツベルクリン分解酵素について

28結 核治療薬の合成的研究(第 二輯)

BCG陽 転 鑑別法に応用 される「O--A一 ア ゾツペルクリン」の意義について

29結 核化学療法の研究(第五報)野 津龍三郎 渡 辺 煕

長石 忠三 渋谷 謙吉

,

30各 種臓器抽出液加液体培地内に於ける結核菌発育に及ぼす化学療法剤の影響

31Homaggltiation-Testに よる結核症の血溝学的診断に就て

}
32肺 結核患者の窒素代謝に関する研究補遺

認 徽 断 息に於ける尿測 臓 反応並に血清沃鰍 値及び蜻 のボリペプ 芥川 灘 蔭大藩謂瞳

チツド量に就て

雛 生鵬 化噸 象に関する研究(繍)騰 騨 て 齢

東墓講 」縞
35肺 結核患者に於ける安静度と疲労反応(第一報)福 井 茂 国立大阪療養所

36肺 結核患者の肝臓機能に就て(第四報).千 葉 隆造 大 阪 厚 生 園

37ト リブレー反応あ臨床的価値の検討 友松 達彌 高木 脩吉 国療貝塚千石荘

久保 克行 森 惣太郎

金高 洋一・
38結 核治療の栄養に関する研究(第二回報告)演 辺 晃雄 市 立京 都病院

紛 肺雛 儲 血液に紫外線赤燃 及び儲 波を照射せる囎 のグリコリー 橋本鱗 畷 藩 一馬 轟
ゼの変化に就て 一 加納 一夫 松 下 病 院

ss騰 核の綜合アミノ酸液の血液に及ぼず辮 安田誰 外3名 騨 礪 横

40漸 増法によるTB-1の 臨床治験 山下'康 喜 長谷川 光 中江 良子 大 阪 市 立
北 市 民 病 院

西野 泓幸 ・堺 市 民 病 院

41TB・ 一・1の使用経験(殊に慢性開放性肺結核症に於ける本剤の価値に就て)松 田 博之 芦 屋 保 健 所
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柏村 秋夫 疋田 善平 国立京 都病院

飯田信次郎 川上 一郎'

伊藤 政一 多田 秀夫 阪大竹尾結研

沢村 邦彦 岩倉 正克

高橋 重幸 足 利 薫

井出 幸彦

塩田 憲三 宇佐葵正暢 大 阪 市 立
医大第 一・内科斎藤 正行

内藤 益 一一■一大 井 豊 京木結研第3部

、 疋田 薯平 国 立京 都病院

清水 増子

安東 惟之

岩鶴 龍三 黒田 光民 和 歌 山 医 大
第 一一 内 科的場 清文

富田 真雄 渡辺 和一 京 大医薬学科

中 尾 琵 武 山 正 国 療 日 野 荘

小松 幹雄 赤 松 雄

岡 信三郎 桑 田 蕃 京 大、理、化

寺 松 孝 舞 鶴 一 京大結研第4部

有馬 弘毅 京 都 病 院

小林 君美 国 療 比 良 園

内藤 益一 京大結研第3部

志保田 明

木村 良知 阪大 第 三内科

高山 正己

麟 裕瓢 撃病饒

_55_



304

塩車喜美子
42TB・ 一・1に依 り惹起せる著明なる口腔内徴候を願伴せ し再生不能性貧血の一例

市岡 欣一 国立兵庫療養所

43結 核のティビオンによる治効経験

44肺 結核に対するテイビオン六ケ月間投与の臨床的観察

45国 立京都療養所に於けるチビオン療法の成績について

46TB-1投 与並びにVK・VBI2葉 酸併用時の血液性状変化に 中谷 朝之 太 田

ついて

47TB-1の 結核患者網内皮系機能及び循環血液量に及ぼす影響たついて

48取 消

49TB-・ による織 治療獺 宇躾 正暢 浜田 轍 塩田瀧 秦随嘱 幣

50取 消1

51肺 結核の基礎呼吸療法 羽 田 淳 岩井 孝義 塙京大結研第2部

62大 腸菌のス トレプ トマイシンに対する感性並びに耐性に就て(第 三報)

西沢 夏生 福 井 茂 国立大阪療i養所

木村 艮知 阪 大 簗 三内科
53ス トレプトマイシソの薬力学的研究(第二報)奥 山 紀捷 山崎 正保 国療刀根山病院

64肺 内注射後の血申喀疫申塞洞内「ス トマイ」濃度蒔にHyaluronida8eの 影響に就て
　

高橋 久雄 三宮 蔑人 阪 大 第三内科

鶴崎李次部 八田 忠久 須磨浦 療病院

田村 政司 市岡 欣一 国立兵庫療養所

中谷 朝之 鈴木 駿郎

太 田 裕 今井 章彦

菅 野 準 国立京都療養所

裕 国立兵庫療養所

市岡 欣一 鈴木 駿郎

坂田 沢司 国療大阪厚生園

55ス トレプトマイシン醗性の本態に関する研究

(第一報)は たして(私の所謂)ス トレプ トマイシソ破壊物質(仮 称)は存在

するか

特 溺 講 演
/

感染の敗血症観

一 般 講 演

56肺 結核の一新外科療法、室洞別除肺縫縮加胸成術

57前 後式胸廓成形術 とその成積 。

58室 洞内タンボナーデに依る一新治療法

59塞 洞切開術の後処置に就て

60塞 洞切開術に就て

61人 工気胸特に索焼灼と肺の呼吸運動

62横 隔膜麻痺と肺の呼吸運動

63人 工気腹療法の経験例

舘石 叔 蘂越鵬 騎
吉田 秀雄

福 井 巌

岡林 篤 蓼 市立医嚢

長石 忠三 京大結 研 第4部

安淵 義男 吉栖 正己 国 療、春 霞 園

武田 義章 阪 大 小 沢 外 科

江木 景明 間宮 利郎 神 戸 赤 十字療養所

山 本 実

西条 澄子 和遍 秀美 小林 君美 国 療 比 艮 園

寺 松 孝 舞 鶴 一 京大 結研 第3部

久保 克行 水 谷 弘 国療 貝 塚千 石荘

弔林 浩太 阪 大 小 沢 外 科

西岡 久浩 石居 四郎 阪 大 小 沢 外 科

矢野 英敏 藤野 州弘 国 立大 阪病院内科

64人 工気腹施行患者に於ける廻転式間接撮影法の応用について(第一報)

福井 淑郎 新野 幸夫 国立 愛媛 療養 所

64腸 結核の外科(其の一)開腹時の病的所見と臨床症状 久保 克行 西村 正礼 国療 貝塚 千石 荘

高橋 武行 徳永 照正 水 谷 弘
66喉 頭結核症の体質学的研究

67気 管枝鏡を利用した肺結核の化学療法

68気 管枝鏡検査 と肺寧脱療法

69肺 結核症に現れるメニエール氏症候群に就て

70体 位変換より見たる胸部X線 像の考察
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